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港湾職業能力開発短期大学校神戸校 

令和 2 年６月９日 

 

荷役機械等実習における新型コロナウイルス感染防止のためのガイドライン 

 

１ 感染防止のための基本的な考え方 

 

 自ら校内外での感染リスクの実態を十分に踏まえ、学科や実習において共用する施設設備や荷

役機械等の使用にあたって感染拡大を防止するよう努める。また、実習においても、「３つの密」

（①密閉空間（換気の悪い密閉空間である）、②密集場所（多くの人が密集している）、③密接場

面（お互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声が行われる））を避けるための適切な環境の

保持や手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染症対策を着実に取り組んでください。 

 

２ 基本的な対策 

 以下の点は、対策を行う上での基本となるため、十分に理解するとともに、その徹底を図る必

要があること。 

（１）換気の徹底 

・「換気が悪い空間」としないために、建物に機械換気（空気調和設備、機械換気設備）の場

合、換気設備を適切に運転・管理し、空気環境の調整を確認する。 

・建物の窓が開閉可能な場合は、１時間に２回以上、窓を全開して換気を行う。複数の窓があ

る場合、二方向の窓を開放する。窓が一つしかない場合は、ドアを開ける。 

 

（２）対人距離の確保と咳エチケット 

・学科や実習においては、マスクの着用を原則とし、人と人との間に十分な距離（できるだけ

２ｍを目安に（最低１ｍ））を確保する。 

・相手と対面で接触する場合は、距離（２メートル以上）を取る。 

・咳エチケットを徹底する。 

 

（３）こまめな手洗い 

・流水と石けんによるこまめな手洗いを徹底する。（洗い残しがないよう、丁寧に最低３０秒

以上かけて手洗いをする。） 

・手指消毒用アルコールがある場合には、入出室の際の消毒をおこなう。 

 

３ 実習時の対応 

 移動式クレーン、フォークリフト、ホイールローダー、ショベルローダー、天井クレーン、ガ

ントリークレーンシミュレーター等の荷役機械等の運転実習では、「３つの密」のうち、近距離で

の会話や発声の状態が生じますが、次のことに留意して、感染のリスクを下げるよう全員で徹底

してください。 

 

（１）飛沫感染を防止するために、運転教習中は、常時マスクを着用してください。 

   待機・休憩時間でも感染防止のため、極力マスクを着用することが望ましいが、夏の対策

として熱中症のリスクも考え、人との十分な距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ））

を確保してマスク等を外すなど、熱を逃がすことも心がけてください。 

 

（２）運転教習中は、可能な限り、車両の複数の窓を同時に開けて常時換気すること。天候その

他の気象条件を踏まえつつ、工夫しながら対応してください。 
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（３）手袋は、特に必要はないとされていますが、清潔な白手袋を着用することなどにより、他

の人に安心感を与えることができます。ただし、常時手袋を着用することなく、こまめに手

を洗ってください。 

 

（４）運転教習の前後には必ず手の消毒を行うとともに、教習の一区切りごとにハンドル、レバ

ー、ボタン、タッチパネル、ドアノブなど頻繁に学生が触れる箇所を中心に消毒して下さい。 

 

（５）天井クレーン、ガントリークレーンシミュレーター、室内実習では、窓を常時開けるなど

換気を徹底してください。 

 以上、新型コロナウイルス感染防止のための行動と熱中症予防に努めてください。 

 

＜参考＞ 

「港湾運送事業・港湾運送関連事業の新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防ガイドライン」 

（令和２年５月２８日改定 一般社団法人日本港運協会） 

「指定自動車教習所における新型コロナウイルス感染症の感染防止のためのガイドライン」 

（令和２年５月２１日改訂 （一社）全日本指定自動車教習所協会連合会） 

 

安全作業チェックシート（感染予防・熱中症予防含む） 

作業前 

□ 服装や履物 

□ 作業服（長袖・長ズボン・ベルト） 

□ 安全靴 

□ 皮手袋 

□ 脚絆 

□ 

保護具の着用 

 

（感染防止対策） 

□ ヘルメット 

□ 安全帯 

□ マスク 

□ （運転時使用する手袋） 

□ 

 

健康状態 

 

（熱中症予防） 

□ 体調は良いか 

□ 熱はないか 

□ 咳等が出ていないか 

□ 水分補給をしているか 

□ 筆記用具 □ ノート、鉛筆等筆記用具を持っているか 

作業中 

□ 作業準備 
□ 作業内容を理解しているか 

□ 必要事項をメモしているか 

□ 

作業開始 

 

（感染防止対策） 

□ 実習機械の事前点検 

□ 作業周囲の状況確認 

□ 十分な換気が取られているか 

□ 教習中指導教員と適度な間隔を保っているか 

□ マスクを着用しているか 

□ 

作業終了 

 

（感染防止対策） 

□ 作業周囲の状況を確認し停止いているか 

□ 忘れ物、落とし物がないか確認しているか 

□ 
ハンドル、レバー等、多数の人が接触する箇所の

清拭（せいしき）消毒しているか 

待機・休

憩時間 

□ 感染予防 □ 相手の間隔を２ｍ（最低１ｍ）保っているか 

□ 熱中症予防 □ 水分補給をしているか 

 


